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目標指標 
H22 

基準年 

H25 H29 

目標年 計画 実績 

40歳未満の新規就農者数（単年度） 

（*基準年はH20～23の平均） 
36 人 49 人 50 人 49 人 

農業法人数  85 法人 87 法人 83 法人 100 法人 

＜＜＜＜施策施策施策施策のののの取組状況取組状況取組状況取組状況＞＞＞＞    

○○○○    地域地域地域地域・・・・市町村市町村市町村市町村ごとのごとのごとのごとの担担担担いいいい手確保計画手確保計画手確保計画手確保計画のののの作成推進作成推進作成推進作成推進とととと支援体制支援体制支援体制支援体制づくりづくりづくりづくり    
� 就農者確保に向けモデル地域4カ所の選定を行い、担い手確保計画の作成推進につなげました。 

� 佐久地域就農推進協議会の指導・助言等を通じて、５市町村がデジタル農活による情報発信を行うことに

なりました。 

○○○○    新規就農里親支援事業新規就農里親支援事業新規就農里親支援事業新規就農里親支援事業をををを活用活用活用活用したしたしたした新規就農者新規就農者新規就農者新規就農者のののの確保確保確保確保    

� 里親研修の終了者16名が管内に就農し、13名が研修を継続しています。 

� 新規就農者の早期の技術習得を図るための講座（4コース、12回）を開催し、延べ75名が受講しました。 

○○○○    既存既存既存既存のののの農業者組織農業者組織農業者組織農業者組織のののの強化強化強化強化によるモデルによるモデルによるモデルによるモデル経営農家経営農家経営農家経営農家のののの育成育成育成育成    

� 青年農業者を対象にスキルアップ講座を開催し、新たに３名が農業

士の認定を受けました。 

○○○○    重点指導経営体重点指導経営体重点指導経営体重点指導経営体をををを選定選定選定選定しししし、、、、６６６６次産業化等次産業化等次産業化等次産業化等によるによるによるによる企業的農業企業的農業企業的農業企業的農業    

    経営体経営体経営体経営体へのステップアップへのステップアップへのステップアップへのステップアップ支援支援支援支援    

� ６次産業化の推進に向け、新たに3件の総合化事業計画が認定され

ました。 

� 佐久地域６次産業化推進協議会が設立され、６次産業に取り組もう

とする企業的農業経営体等を支援する体制が整備されました。 

 

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの展開方向展開方向展開方向展開方向＞＞＞＞    

� 自ら新規就農者確保に取り組む市町村等の掘り起こしと取り組みを支援します。 

� 関係機関との連携により青年就農給付金等の事業も活用しながら、里親研修生の独立を支援します。 

� 経営ビジョンを持った青年農業者を育成します。 

� 地域を先導する農業経営者の育成と法人化を推進します。 

� 人・農地プランと農業経営基盤強化促進法に基づく市町村基本構想の見直しを支援します。 

 

    

目標指標 
H22 

基準年 

H25 H29 

目標年 計画 実績 

実需者との連携による契約取引の拡大 35％ 36％ 37％ 40％ 

新品目等の産地化（プラス1 億円増） － １品目 1 品目 ５品目 

＜＜＜＜施策施策施策施策のののの取組状況取組状況取組状況取組状況＞＞＞＞    

○○○○    気象変動気象変動気象変動気象変動やややや連作等連作等連作等連作等にににに起因起因起因起因するするするする病害虫病害虫病害虫病害虫にににに対応対応対応対応できるできるできるできる栽培技術栽培技術栽培技術栽培技術やややや適作型適作型適作型適作型・・・・適品種適品種適品種適品種のののの導入導入導入導入    

� レタス根腐病対策・アブラナ科野菜黒斑細菌病対策の現地検討会を開催しました。(1回33名) 

� レタス根腐病抵抗性品種の現地適応性の検討試験を実施しました。(3か所) 

    

５５５５    地域別の取組状況地域別の取組状況地域別の取組状況地域別の取組状況    

重点戦略２重点戦略２重点戦略２重点戦略２：：：：競争力と持続性の高い野菜総合供給産地づくり競争力と持続性の高い野菜総合供給産地づくり競争力と持続性の高い野菜総合供給産地づくり競争力と持続性の高い野菜総合供給産地づくり    

重点戦略１：重点戦略１：重点戦略１：重点戦略１：意欲ある経営体の確保･育成（夢のある農業を実践する経営体の育成）意欲ある経営体の確保･育成（夢のある農業を実践する経営体の育成）意欲ある経営体の確保･育成（夢のある農業を実践する経営体の育成）意欲ある経営体の確保･育成（夢のある農業を実践する経営体の育成）    

【新規就農基礎講座の開催】 

（１）佐久（１）佐久（１）佐久（１）佐久地域地域地域地域    ～～～～太陽太陽太陽太陽    水水水水    大地大地大地大地    人と豊かな恵みで築く佐久の農業・農村～人と豊かな恵みで築く佐久の農業・農村～人と豊かな恵みで築く佐久の農業・農村～人と豊かな恵みで築く佐久の農業・農村～    
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○○○○    需要需要需要需要をををを見据見据見据見据えたえたえたえた適正生産適正生産適正生産適正生産とととと加工加工加工加工・・・・業務用向業務用向業務用向業務用向けけけけ生産生産生産生産のののの拡大拡大拡大拡大    

� 夏はくさい適正生産の啓発と、転換品目選定試験(1 か所)の実施及び現地検討会を開催しました。(1 回

36名) 

○○○○    市場市場市場市場やややや実需者実需者実需者実需者からからからから要請要請要請要請のののの高高高高いいいい新品目新品目新品目新品目、、、、新品種導入新品種導入新品種導入新品種導入のためののためののためののための            

現地適応試験等現地適応試験等現地適応試験等現地適応試験等のののの実施実施実施実施    

� 南佐久地域でのホウレンソウ栽培拡大のため、低コストで導入で

き、品質保持に効果がある移動型簡易雨よけ施設を普及拡大しま

した。(1回35名) 

� ホウレンソウとミニトマトの導入推進マニュアルを作成し、ＪＡ
及び希望者に配布しました。(120部及びＪＡにデータ配布) 

� アスパラガスの栽培推進チラシを作成し、さくしらかば地区 

の農家全戸へ配布しました。(6,150戸) 

○○○○    畜産畜産畜産畜産とととと連携連携連携連携したしたしたした有機性資源有機性資源有機性資源有機性資源のののの活用等活用等活用等活用等によるによるによるによる土土土土づくりづくりづくりづくり    

� 堆肥生産者リストの見直しを行い、地方事務所のＨＰへ掲載し、堆肥の利用推進を行いました。 

 

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの展開方向展開方向展開方向展開方向＞＞＞＞    

� 南佐久地域に適した新品目栽培試験を継続し、経済性の検討を行います。 

� ホウレンソウの生産拡大を図るため、移動型簡易雨よけ栽培の現地検討を行います。 

� あさま地区でのアスパラガスの生産拡大を図るため、栽培推進チラシを作成し配布します。 

 

    

目標指標 
H22 

基準年 

H25 H29 

目標年 計画 実績 

りんごのわい化栽培率 67％ 70％ 70％ 75％ 

果樹オリジナル品種等の栽培面積 51ha 71ha 72ha 90ha 

カーネーション等の秋切り出荷率 34％ 36％ 36％ 40％ 

＜＜＜＜施策施策施策施策のののの取組状況取組状況取組状況取組状況＞＞＞＞    

○○○○    りんごりんごりんごりんご園園園園のののの高生産園高生産園高生産園高生産園へのへのへのへの転換転換転換転換ととととＭＭＭＭ９９９９自根苗自根苗自根苗自根苗のののの地元生産地元生産地元生産地元生産    

� 新わい化栽培の導入を推進するため、フェザー苗取木ほ場への技術支援により生産拡大を推進しました。

(１地区) 

� シナノスイートとシナノゴールドの適期収穫等を徹底するため研修会を開催しました。（3回102名） 

○○○○    県県県県オリジナルオリジナルオリジナルオリジナル品種等品種等品種等品種等のののの導入及導入及導入及導入及びびびび施設化施設化施設化施設化のののの推進推進推進推進    

� もも晩生種の品種選定を図るため、現地検討会を開催しました。(1回17名) 

� プルーン県オリジナル品種を拡大するため、夏季管理技術等を学ぶ現地検討会を開催しました。(4回157

名) 

� 新品種の消費拡大を進めるため、軽井沢町で求評会を実施しました。(3回) 

○○○○    果樹産地果樹産地果樹産地果樹産地をををを維持継続維持継続維持継続維持継続させるためさせるためさせるためさせるため、、、、果樹園果樹園果樹園果樹園をををを円滑円滑円滑円滑にににに維持維持維持維持・・・・継承継承継承継承するシステムのするシステムのするシステムのするシステムの構築構築構築構築    

� 果樹経営支援対策事業を活用した、樹園地の維持・継続を推進し

ました。(2地区) 

○○○○    カーネーションカーネーションカーネーションカーネーション等等等等のののの秋需要期開花技術秋需要期開花技術秋需要期開花技術秋需要期開花技術のののの導入導入導入導入    

� ブライダル向け品種の需要期(秋期)安定出荷試験を行い、摘心時
期を明らかにしました。(2か所) 

� 緩効性窒素肥料活用による現地試験を行い、２番花の収量確保、

品質向上を図りました。(2か所) 

� トルコギキョウ県オリジナル４品種の秋出荷作型の確認試験を

行いました。(1か所)    

○○○○    キクキクキクキク移植機移植機移植機移植機のののの活用活用活用活用やややや無側枝性無側枝性無側枝性無側枝性ギクによるギクによるギクによるギクによる省力栽培省力栽培省力栽培省力栽培のののの拡大拡大拡大拡大  

� 移植機を有効活用するため、農家の情報交換会や、無側枝性品種の検討を現地で行いました。(1回23名) 

重点戦略３重点戦略３重点戦略３重点戦略３：：：：伝統ある果樹･花き産地のブランド再構築伝統ある果樹･花き産地のブランド再構築伝統ある果樹･花き産地のブランド再構築伝統ある果樹･花き産地のブランド再構築    （佐久平､浅間山麓､川西､南部中山間）（佐久平､浅間山麓､川西､南部中山間）（佐久平､浅間山麓､川西､南部中山間）（佐久平､浅間山麓､川西､南部中山間）    

【黒斑細菌病対策現地検討会】 

【プルーン県オリジナル品種検討会】 
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＜＜＜＜今後今後今後今後のののの展開方向展開方向展開方向展開方向＞＞＞＞    

� りんご新わい化栽培の導入促進を図るため、Ｍ９取木ほ場の拡大を進めます。 

� プルーン県オリジナル品種の生産拡大を推進します。 

� 市町村の人・農地プランを踏まえ、担い手を明確にした園地継承システムの構築を進めます。                  

� 秋期安定出荷技術の普及を図り、商品性向上のための現地試験と土壌改良を推進します。 

� トルコギキョウの需要期(秋期)出荷を推進します。 

 

    

目標指標 
H22 

基準年 
H25 H29 

目標年 計画 実績 

基幹水利施設の再整備延長 － 0.5km 1.2km 6.5km 

基幹的畑地かんがい施設の整備面積 1,068ha 1,100ha 1,123ha 1,500ha 

＜＜＜＜施策施策施策施策のののの取組状況取組状況取組状況取組状況＞＞＞＞    

○○○○    ストックマネジメントストックマネジメントストックマネジメントストックマネジメント事業等事業等事業等事業等によるによるによるによる機能診断機能診断機能診断機能診断とととと保全計画保全計画保全計画保全計画のののの策策策策定定定定    

� ストックマネジメント事業により、「佐久平用水」（19.3km）の機能診断を行いました。                                                                                                                

○○○○    県営県営県営県営かんがいかんがいかんがいかんがい排水事業排水事業排水事業排水事業によるによるによるによる基幹的水利施設基幹的水利施設基幹的水利施設基幹的水利施設のののの整備整備整備整備 

� 国の大型補正予算を受け、「千ケ滝湯川用水」（0.4km）と「五郎兵衛用水」(0.5km)の施設整備工事が計画

以上に進みました。 

○○○○    県営畑地帯総合土地改良事業県営畑地帯総合土地改良事業県営畑地帯総合土地改良事業県営畑地帯総合土地改良事業によるによるによるによる畑地畑地畑地畑地かんがいかんがいかんがいかんがい施設施設施設施設のののの整備整備整備整備    

� 国の大型補正予算を受け、川上村「原地区」(41ha)、小海町「小海中央
地区」(14ha)の基幹的畑地かんがい施設の整備工事が当初計画以上に進

みました。 

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの展開方向展開方向展開方向展開方向＞＞＞＞    

� 干ばつ対策として、水利施設の重要性の認識が高まっているため、計画

的に事業を推進します。 

� 築造後 40年以上が経過し機能低下が懸念される施設について、機能診断を早期に実施するとともに、改
修計画の策定を行います。 

 

    

目標指標 
H22 

基準年 
H25 H29 

目標年 計画 実績 

信州の環境にやさしい農産物認証等面積 260ha 334ha 281ha 420ha 

地域ぐるみの農地・水保全管理等活動取組

面積 
2,814ha 2,877ha 2,979ha 2,980ha 

遊休農地解消面積（H19 からの累計） 180ha 500ha 460ha 550ha 

＜＜＜＜施策施策施策施策のののの取組状況取組状況取組状況取組状況＞＞＞＞    

○○○○    米米米米をををを始始始始めとするめとするめとするめとする信州信州信州信州のののの環境環境環境環境にやさしいにやさしいにやさしいにやさしい農産物認証制度等農産物認証制度等農産物認証制度等農産物認証制度等をををを活用活用活用活用したしたしたした栽培技術栽培技術栽培技術栽培技術のののの普及推進普及推進普及推進普及推進    

� 実証ほの設置による普及拡大を図ったほか、制度の周知と取り組み支援を行いました。（実証ほ設置1か

所、米新規認定４申請）    

    

○○○○    エコファーマーのエコファーマーのエコファーマーのエコファーマーの組織的組織的組織的組織的なななな取組推進取組推進取組推進取組推進 

� 農産物直売所を中心に制度のＰＲや申請手続きの支援を行い、また、ＪＡ系統以外出荷団体への取り組み

支援を行いました。(組織ぐるみの認定支援2組織) 

重点戦略５重点戦略５重点戦略５重点戦略５：：：：環境に配慮した生産技術の拡大と農村機能の維持環境に配慮した生産技術の拡大と農村機能の維持環境に配慮した生産技術の拡大と農村機能の維持環境に配慮した生産技術の拡大と農村機能の維持    

重点戦略４重点戦略４重点戦略４重点戦略４：：：：安定的農業生産を支える基盤整備安定的農業生産を支える基盤整備安定的農業生産を支える基盤整備安定的農業生産を支える基盤整備                （佐久平、川西、浅間山麓、南佐久南部）（佐久平、川西、浅間山麓、南佐久南部）（佐久平、川西、浅間山麓、南佐久南部）（佐久平、川西、浅間山麓、南佐久南部）    

【スプリンクラーによる畑地かんがい】 
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○○○○    集落集落集落集落のののの用排水路等用排水路等用排水路等用排水路等のののの維持管理維持管理維持管理維持管理をををを行行行行うううう地域地域地域地域ぐるみのぐるみのぐるみのぐるみの共同活動共同活動共同活動共同活動のののの推進推進推進推進    

� 農地・水保全管理支払事業・中山間地域農業直接支払事業により管内10市町村の157組織の共同活動を

支援しました。 

○○○○    遊休農地遊休農地遊休農地遊休農地のののの発生防止発生防止発生防止発生防止やややや解消活動解消活動解消活動解消活動のののの推進推進推進推進    

� 市町村農業委員会が行う農地利用状況調査と連携した遊休農地の解消活動等により、33ha が解消しまし

た。 

� 耕作放棄地再生利用緊急対策事業のＰＲに努め、この事業の活用により3.2haが再生利用されました。 

○○○○    市町村市町村市町村市町村におけるにおけるにおけるにおける野生鳥獣被害対策野生鳥獣被害対策野生鳥獣被害対策野生鳥獣被害対策のののの支援支援支援支援 

� 集落ぐるみによる捕獲体制整備と侵入防止柵整備を推進しました。（2集落、L=30.7kｍ） 

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの展開方向展開方向展開方向展開方向＞＞＞＞    

� 農業者にマーケティング等に有効な制度として活用されるよう、信州の環境にやさしい農産物認証や長野

県原産地呼称管理制度(米)の一層の周知を図ります。 

� 国の制度改正に対応して、日本型直接支払事業を活用し、農村の共同活動を支援します。 

� 耕作放棄地再生利用緊急対策事業の活用を一層推進し、遊休農地の再生を推進します。 

� 侵入防止柵整備など地域ぐるみの鳥獣被害対策を推進します。 

 

    

目標指標 
H22 

基準年 
H25 H29 

目標年 計画 実績 

都市農村交流人口 53,904人 53,500人 54.560人 57,000人 

農産物直売所数 35店 36店 37店 38店 

「おいしい信州ふーど(風土)」ＳＨＯＰ数 0店 30店 41店 50店 

＜＜＜＜施策施策施策施策のののの取組状況取組状況取組状況取組状況＞＞＞＞    

○○○○    農業農業農業農業・・・・農村体験農村体験農村体験農村体験プログラムプログラムプログラムプログラム等等等等のののの企画支援及企画支援及企画支援及企画支援及びびびびそれそれそれそれらららら都都都都市農村市農村市農村市農村交流情報交流情報交流情報交流情報発信発信発信発信のののの推進推進推進推進    

� 滞在型クラインガルテンの計画や親子ふれあい農作業体験など都市農村の交流を支援しました。 

○○○○    農産物農産物農産物農産物直売直売直売直売組織組織組織組織のののの運運運運営能力強化営能力強化営能力強化営能力強化のののの支援支援支援支援 

� 農産物直売所運営関係者や農業者を対象に食品表示とＧＡＰ推進の研修会（１回20名）を開催し、法令
や安全・安心な生産管理に対する理解向上を支援しました。 

○○○○    園園園園児児児児からからからから中学中学中学中学生生生生ままままでででで、、、、一貫一貫一貫一貫したしたしたした農業体験農業体験農業体験農業体験やややや学校給食学校給食学校給食学校給食等等等等をををを活用活用活用活用したしたしたした食食食食育育育育のののの推進推進推進推進    

� 小諸市・佐久穂町の３小学校の３年生の農業体験活動を支援し、お互いに学校給食に体験農産物を提供し

たほか、児童による農産物のＰＲ用ＤＶＤの作成を支援しました。 

○○○○    飲食飲食飲食飲食業等業等業等業等とととと連携連携連携連携したしたしたした地産地消地産地消地産地消地産地消のののの推進推進推進推進    

� 飲食店への個別訪問により、「おいしい信州ふーど(風土)」ＳＨＯＰの登録（41店）を進めました。 

 

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの展開方向展開方向展開方向展開方向＞＞＞＞    

� 関係機関と連携して地域の都市農村交流活動を支援します。 

� 地域の児童を対象としたＪＡ等の農業体験活動を支援します。 

� 農産物直売所の設置や経営・運営力の向上、ＧＡＰの取組みを支援します。 

� 「おいしい信州ふーど（風土）」の認知度向上のため、ＳＨＯＰの登録を推進するとともに、地域協議会

を設置し、情報交換会やＰＲ資料の作成などにより地域の情報発信を進めます。 

 

重点戦略６重点戦略６重点戦略６重点戦略６：：：：農村の活性化と食と農業への理解の推進農村の活性化と食と農業への理解の推進農村の活性化と食と農業への理解の推進農村の活性化と食と農業への理解の推進    
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